
グリーンのカラー塗装が実施された

白井第二小学校入口交差点

【対策前】

12月定例議会は11月24日（水）からの予定です。詳しい日程は0492−1111内線3911〜3913でお問い合わせください。

議会だより議会だより
発行：白井市議会　編集：しろい議会だより編集会議　千葉県白井市復1123　0047（492）1111　FAX047（492）1629

しろいしろい

たか
令和3年11月15日発行（第155号）

議会HP QRコード

道路を占用する際に支払われる

料金を見直します
Point 1

通学路の安全対策を講じるための

補正予算を全会一致で可決
Point 2

工業団地アクセス道路整備事業に

繰越明許費を設定
Point 3

委 員 長

副 委 員 長

委 員

通
学
路
の
安
全
対
策
に
係
る

　
　
　
　  

二
つ
の
補
正
予
算
を
可
決

9
月
定
例
議
会

　
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
10
月
７
日
ま
で
、
37
日
間
の
　

会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
は
、
条
例
の
改
正
や
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
20
件
が
提

出
さ
れ
、
撤
回
さ
れ
た
1
件
を
除
き
原
案
全
て
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
外
か
ら
陳
情
3
件
が
、
議
員
か
ら
発
議
案
2
件
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
審
議
結
果
一
覧
に
つ
い
て
は
、
８
頁
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

決算審査特別委員会を設置
　令和 2年度決算を審査するため、9月 10 日に設置し、9月定例議会の中で

5日間かけて審査を行いました。

　審査の経過と結果については、3ページ・4ページに掲載しています。

	 広沢　修司

	 小田川敦子

	 岩田　典之　　竹内　陽子　　柴田　圭子　　長谷川則夫

	 石井　恵子　　植村　　博　　伊藤　　仁　　岡田　　繁

【対策後】



9月定例議会の会議録は図書館・公民館図書室等で11月下旬から閲覧できます。

第155号　令和3年11月15日発行 （２）しろい議会だより

Ｑ
　 

道
路
占
用
料
の
料
金
改
定

は
、
県
に
合
わ
せ
て
改

定
す
る
と
の
こ
と
で
す
が

県
の
所
在
地
別
等
級
が
、

２
級
か
ら
３
級
に
移
っ
た

の
は
な
ぜ
で
す
か
。

Ａ
　 

ま
ず
、
国
が
政
令
で
改
正

し
、
県
が
そ
れ
に
基
づ
き

級
別
を
改
訂
し
ま
し
た
。

Ｑ
　 

第
３
級
地
の
条
件
は
何
で

す
か
。

Ａ
　 

第
３
級
地
は
、
そ
の
区
域

内
の
土
地
の
固
定
資
産
税

評
価
額
の
平
均
価
格
が
人

口
50
万
人
未
満
20
万
人
以

上
の
市
の
区
域
内
の
土
地

の
固
定
資
産
税
評
価
額
の

平
均
価
格
以
上
で
あ
り
、

か
つ
、
人
口
20
万
人
未
満

の
区
域
内
の
、
土
地
の
固

定
資
産
税
評
価
額
の
平
均

価
格
以
上
で
あ
る
市
町
村

と
い
う
こ
と
で
、
国
は
３

級
地
と
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　 

一
本
の
電
柱
を
２
社
が
使

用
し
た
場
合
、
２
社
か
ら

徴
収
で
き
る
の
で
す
か
。

Ａ
　 

電
線
は
２
社
か
ら
い
た
だ

き
ま
す
。
電
柱
は
そ
の
会

社
か
ら
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ
　 

昨

年

の

占

用

料

は

３
４
６
４
万
円
。
４
社
か

ら
見
直
し
の
要
望
書
が
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
近
隣

の
状
況
を
踏
ま
え
る
こ
と

を
残
置
さ
れ
て
い
た
と
の

こ
と
で
す
が
、
印
西
市
も

〔
補
正
予
算
第
５
号

　
　
　(

議
案
第
９
号)

〕

 

１
　
市
民
活
動
支
援
課
分
と
し

て交
通
安
全
対
策
事
業
68
万
円

〈
内
訳
〉
横
断
幕
、
啓
発
物
、

の
ぼ
り
旗
や
庁
用
車
へ
の
マ
グ

ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
、
路
面
シ
ー
ト

等Ｑ
　 

合
同
点
検
に
は
す
べ
て
立

ち
合
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ
　 

市
民
活
動
支
援
課
の
該
当

地
域
の
み
で
す
。

Ｑ
　 

啓
発
物
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ

４
千
個
や
横
断
幕
は
全
体

Ｑ
　 

ア
ク
セ
ス
道
路
の
工
事
は

全
体
で
２
１
０
０
ｍ
ほ
ど

で
す
。
今
回
の
繰
越
金
に

よ
り
、
全
体
事
業
の
何
％

の
工
事
が
終
了
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
か
。

Ａ
　 

現
時
点
で
完
了
し
て
い
る

延
長
が
76
・
１
ｍ
。
今
回

来
年
ま
で
の
繰
越
事
業
で

変
え
て
い
な
い
中
で
、
先

ん
じ
て
減
額
改
定
に
踏
み

切
っ
た
理
由
は
何
で
す
か
。

Ａ
　 

近
隣
状
況
を
見
て
決
定
と

の
方
針
は
あ
り
ま
し
た
が

そ
の
状
況
は
一
律
で
は
な

く
判
断
が
難
し
い
状
況
で

し
た
。
そ
う
い
っ
た
な
か

国
か
ら
均
衡
を
失
し
な
い

よ
う
に
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
国

の
改
定
で
は
、
社
会
情
勢

の
変
化
、
つ
ま
り
、
地
価

の
全
国
的
な
下
落
が
あ
り

こ
れ
を
踏
ま
え
て
固
定
資

産
税
評
価
額
か
ら
、
道
路

占
用
料
を
見
直
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
県

も
そ
れ
に
準
じ
て
改
定
し

ま
す
。
市
と
し
て
も
そ
う

い
っ
た
国
・
県
の
方
針
の

中
で
、
地
価
水
準
を
参
考

に
、
よ
り
白
井
市
の
実
情

に
近
い
料
金
設
定
を
し
て

い
る
県
の
単
価
に
合
わ
せ

県
の
改
正
の
翌
年
に
改
正

す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で

す
。
近
隣
の
状
況
を
み
る

と
、
な
か
な
か
踏
み
切
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
国
・
県
が
定
期
的

に
見
直
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
市
も
県
の
改
定
の
翌

年
度
に
料
金
改
定
し
よ
う

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

Ｑ
　 

県
の
改
定
見
直
し
が
、
３

年
た
っ
て
も
な
さ
れ
な

を
見
て
必
要
と
考
え
た
も

の
で
す
か
。

Ａ
　 

市
民
へ
の
啓
発
の
た
め
、

の
ぼ
り
旗
や
横
断
幕
の
設

置
、
啓
発
物
の
配
布
、
庁

用
車
へ
の
マ
グ
ネ
ッ
ト

シ
ー
ト
の
設
置
を
考
え
ま

し
た
。
大
型
商
業
施
設
で

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
す
る

等
の
啓
も
う
活
動
を
市
民
、

警
察
と
共
同
で
行
い
ま
す
。

２
　
道
路
課
分
と
し
て

交
通
安
全
施
設
整
備
に
要
す
る

経
費
（
区
画
線
設
置
工
事
）

7
3
2
万
円
　
路
面
標
示
等
の

の
予
定
は
２
２
０
・
８
ｍ

で
、
合
計
で
全
体
に
対
し

14
・
１
％
の
進
捗
率
と
な

る
見
込
み
で
す
。

Ｑ
　 

ア
ク
セ
ス
道
路
の
完
成
目

標
は
令
和
６
年
度
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
現
状
ま

だ
ま
だ
事
業
が
残
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
新
た
に
暫

か
っ
た
場
合
、
市
も
行
わ

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

Ａ
　 

改
定
の
際
、
参
考
と
す
る

県
の
固
定
資
産
税
評
価
額

が
改
定
す
る
ま
で
に
は
至

ら
な
か
っ
た
場
合
、
市
と

し
て
も
改
定
を
し
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

Ｑ
　 

占
用
料
の
見
直
し
で
、

１
０
０
０
万
円
程
の
減
収

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
変
更

が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
相

手
の
事
業
者
や
市
民
に
そ

の
経
緯
を
周
知
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

Ａ
　 

３
年
ご
と
の
県
の
改
定
の

翌
年
度
に
改
定
を
行
う
こ

と
は
、
戦
略
会
議
の
決
定

で
あ
り
、
そ
の
結
果
は
公

表
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
は
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
せ
ん
。
市
民
等

へ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
つ
い

て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

修
繕
が
必
要
な
箇
所
を
確
認
し

た
こ
と
か
ら
速
や
か
に
安
全
対

策
を
講
じ
る
た
め
。

Ｑ
　 

追
加
で
行
う
事
業
に
不
足

が
生
じ
る
の
で
す
か
。

Ａ
　 

合
同
点
検
に
先
駆
け
修
繕

に
必
要
な
と
こ
ろ
は
当
初

予
算
7
0
0
万
円
で
修
繕

し
ま
し
た
。
今
後
も
出
て

く
る
で
あ
ろ
う
修
繕
の
た

め
に
補
正
し
ま
す
。

Ｑ
　 

残
り
の
12
箇
所
は
年
度
内

に
行
い
ま
す
か
。

Ａ
　 

予
算
が
可
決
さ
れ
た
ら
速

や
か
に
行
い
ま
す
。

定
線
形
の
検
討
も
あ
る
よ

う
で
、
今
後
の
工
事
の
見

通
し
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
　 

道
路
線
形
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
来
年
度
予
算
に
向

け
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
、
専
門
業
者
に
よ
る

設
計
見
直
し
の
委
託
、
千

葉
県
警
と
の
再
協
議
、
場

3
　
教
育
委
員
会
分
と
し
て

学
校
安
全
対
策
事
業
　
34
万
４
千

円
〈
内
訳
〉
蛍
光
反
射
電
柱
幕
、

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
用
帽
子
や

横
断
旗
等

Ｑ
　 

他
課
で
も
交
通
安
全
対
策

予
算
が
出
て
い
ま
す
。
教

育
委
員
会
で
は
ど
う
い
う

対
策
を
す
る
の
で
す
か
。

Ａ
　 

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
渡

す
帽
子
や
横
断
旗
、
「
通

学
路
に
つ
き
最
徐
行
」
な

ど
記
し
た
電
柱
幕
設
置
等

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　 

蛍
光
反
射
電
柱
幕
20
枚
の

合
に
よ
っ
て
は
用
地
交
渉

や
用
地
買
収
の
可
能
性
も

あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
税

務
署
と
の
協
議
な
ど
も
必

要
と
な
り
ま
す
。
お
お

よ
そ
１
年
か
ら
２
年
は
か

か
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
軟
弱
地
盤
へ
の
対

設
置
場
所
の
選
定
は
。

Ａ
　 

経
年
劣
化
し
て
剥
げ
て
い

る
も
の
を
付
け
替
え
、
さ

ら
に
要
望
が
あ
れ
ば
、
そ

ち
ら
に
対
応
し
ま
す
。

〔
補
正
予
算
第
６
号

　
　
　(

議
案
第
19
号)

〕

道
路
課
分
と
し
て

通
学
路
交
通
安
全
緊
急
対
策
工

事
7
3
7
万
円

必
要
な
安
全
対
策
が
明
確
に

な
っ
た
箇
所
の
安
全
対
策
を
速

や
か
に
講
じ
る
た
め
。

　
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

策
や
未
相
続
共
有
地
問
題

へ
の
対
応
の
方
向
性
が
見

え
て
き
ま
し
た
の
で
、
財

源
を
確
保
し
な
が
ら
整
備

の
促
進
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

Point 1

道
路
を
占
用
す
る
際
に
支
払
わ
れ
る
料
金
を
見
直
し
ま
す

Point 2

通
学
路
の
安
全
対
策
を
講
じ
る
た
め
の
補
正
予
算
を
全
会
一
致
で
可
決

Point 3

工
業
団
地
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
事
業
に
繰
越
明
許
費
を
設
定

〈
議
案
第
8
号
〉
白
井
市
道
路
占
用
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

〈
議
案
第
9
号
〉
令
和
3
年
度
白
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
5
号)

に
つ
い
て

〈
議
案
第
19
号
〉
令
和
3
年
度
白
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
6
号)

に
つ
い
て

〈
議
案
第
19
号
〉
令
和
3
年
度
白
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
6
号)

に
つ
い
て

去
る
６
月
、
八
街
市
で
下
校
中
の
小
学
生
の
列
に
ト
ラ
ッ
ク
が
突
っ
込
み
、
児
童
５
人
が
死
傷
す
る
事
故
が
起
き
ま
し
た
。
市
で
は
、
こ
の
事
故

を
受
け
、
７
月
27
日
か
ら
８
月
４
日
に
か
け
て
、
市
内
全
通
学
路
計
59
か
所
の
緊
急
点
検
を
行
い
、
路
面
標
示
等
の
修
繕
が
必
要
な
箇
所
を
確
認
。

速
や
か
に
安
全
対
策
を
講
じ
る
た
め
の
所
要
額
を
２
回
の
補
正
で
計
上
し
ま
し
た
。

道
路
に
電
柱
な
ど
の
施
設
を
設
置
し
て
継
続
的
に
使
用
す
る
こ
と
を
「
道
路
の
占

用
」
と
い
い
ま
す
。
道
路
占
用
料
と
は
、
道
路
を
占
用
す
る
際
に
支
払
う
費
用
の

こ
と
で
す
。
こ
の
料
金
に
つ
い
て
は
国
・
県
の
３
年
ご
と
の
改
定
を
受
け
、
そ
の

翌
年
度
に
市
で
も
行
い
ま
す
。

白
井
市
で
は
、
工
業
団
地
及
び
そ
の
周
辺
か
ら
一
般
国
道
16
号
線
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
事
業
と
し
て
、
平
成
27
年
度
か
ら
土
地
の
買
収
を

開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
途
中
で
事
業
工
程
を
見
直
す
必
要
も
生
じ
、
軟
弱
地
盤
改
良
工
事(

完
了)

等
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
本
議
案
で

は
、
地
盤
強
化
工
事
に
時
間
を
要
し
た
た
め
、
令
和
３
年
度
中
予
定
し
て
い
た
本
工
事
の
年
度
内
完
了
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
次
年
度
に

ま
た
が
る
繰
越
明
許
費(

※
1)

を
設
定
す
る
こ
と
が
一
般
会
計
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　（
※
１)

繰
越
明
許
費
と
は
当
該
年
度
に
完
了
が
見
込
め
な
い
事
業
を
、次
年
度
以
降
に
ま
た
が
っ
て
予
算
化
し
実
施
し
て
い
く
予
算
上
の
処
理
の
こ
と
で
す
。

主

な

質

疑

主

な

質

疑

主

な

質

疑
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令和2年度決算を認定令和2年度決算を認定

都市
建設

Ｑ　樹木等伐採工事の伐採基準はどの
ようなものでしたか。

Ａ　木をどの程度切るかの基準は設けていませ

ん。令和２年度樹木伐採に当たり、道路用地や水

路用地などの市の用地内にある樹木が民地に迷惑

をかけるなどの判断で伐採を実施しました。

総務
企画

Ｑ　特定定額給付金の受給実績を伺い
ます。

Ａ　対象者が6万3325人、このうち、給付を受け

た方が、6万3215人、申請率で99.8%、金額は 63

億 2150万円です。

総務
企画

Ｑ　3か月を超える療養職員の給料支
給は。また、どの年代が多いですか。

Ａ　休職は、最高で３年の期間が取れ、初年度は

８割支給です。以降２年・３年は別の規定になり

ますが、共済組合から傷病手当金の支給があり、

金額は職員によって変わります。年代は若年層か

ら高齢の職員まで幅広くおります。メンタル不調

のおそれがある場合はストレスチェックを行って

未然に防止する対策を実施しています。

福祉
健康

Ｑ　保育園等送迎ステーションの利用
実績を伺います。

Ａ　開設当初の４月が９人、年度末は 13人でした。

福祉
健康

Ｑ　健康生活支援で、どのような健康
に効果がある機器を購入しましたか。

Ａ　骨密度測定器を買い替えにより購入しまし

た。骨密度の測定を健康課で実施しており、骨量

の現状把握、保健指導に使用しています。

福祉
健康

Ｑ　地域生活拠点等整備事業で、緊急
対応の実績と面的整備の進捗状況は。

Ａ　相談 23 件中、緊急対応コーディネーターが

実際に現地に赴く必要のあった件数は０件でし

た。面的整備は短期入所などの連携施設へ具体的

に何か協定を取り交わすという形ではなく、日頃

の相談業務の中でいろいろな事業所とつながりを

作り、いざというときにお願いできる関係づくり

を行っています。

総務
企画

Ｑ　労働条件審査業務委託料の決算額
が０（ゼロ）円の理由を伺います。

Ａ　審査を、高齢者就労指導センター・白井児童

館を含む白井コミュニティーセンター・駅前セン

ター・学習等供用施設の４施設で行う予定でした

が、新型コロナウイルス感染症の影響で、対面に

よる審査等が困難となったため実施しませんでし

た。これらは、令和３年度に行いました。

都市
建設

Ｑ　道路ネットワーク事業の委託内容
と実績を伺います。

Ａ　市内の道路交通の現状等の整理をし、構想道

路の必要性に関するアンケート実施、道路交通の

課題や構想道路の整備効果等の整理を行いまし

た。今後の計画化を検討する基礎材料としての調

査を行いました。

市民
経済

Ｑ　農地利用最適化推進員の令和２年
度の実績を伺います。

Ａ　農業委員会総会に毎月出席し、農地のあっせ

ん希望者があれば、農業委員にあっせんを取り継

いでいます。

市民
経済

Ｑ　市民に向けたＺoom 講習会の成果
を伺います。

Ａ　187 名の方が受講し、受講後のアンケートで、

受講内容が分かったという方が6割、これから地

域の活動でZoom を活用していきたいと思う方が

全体の9割を占めていました。

市民
経済 Ｑ　有害鳥獣捕獲の実績は。

Ａ　夏の期間の猟銃を使った駆除以外にも、箱わな

を使った駆除を行っています。ハクビシン 11頭、

狸 15 頭、アライグマ９頭、合計 35 頭を捕獲しま

した。

市民
経済

Ｑ　ごみの減量化・資源化事業において、
家庭ごみ一人当たりの排出量が増加して
いるがどのように捉えていますか。

Ａ　前年と比較して家庭ごみが約 511 トン増加し

ています。主な要因は新型コロナウイルス感染症拡

大による外出自粛により、家庭内で過ごす時間が増

え、飲食料品や日用品の増大にあると考えます。

総務
企画

Ｑ　大ホール工事の入札不調後の経
過、落札率、工事後の天井の安全性と
市民への周知はどうでしたか。

Ａ　業者は 10 業者指名で、市内の業者が落札し、

落札率は 99.92％でした。今回は、最終的な法不

適合を解消する工事ではなく、補強工事となりま

す。工事実施予定の周知は行いましたが、完了の

周知は特に行っていません。

福祉
健康

Ｑ　虐待の対象は児童、配偶者、障が
い者、高齢者と幅広いが、全体統括は
どの部署で行いましたか。

Ａ　複数の課にまたがる事業を展開する場合、主

管となる課を決めています。ＤＶ担当の社会福祉

課が予算計上し担当しました。

都市
建設

Ｑ　交通安全施設整備工事でカーブミ
ラーを新たに設置したのは１か所とあ
りますが、住民からの要望は多いはず。
どのような判断でしたか。

Ａ　笹塚一丁目に設置したもので、隅切りもなく、

歩道も設置されていませんでしたので、設置する

必要があると判断しました。

みなさまが納めた税金がどのように使われたか、決算審査特別委員会を開催し、一般会計及び各種特別会計・水道会計・
下水道会計の審査及び財政面についての統括質疑を行いました。昨年同様令和４年度予算編成時に意見を反映できるよう、
９月定例会会期中に委員会審査と採決を行いました。特別委員会ではすべての会計において全員賛成でした。主な内容に
ついてお知らせします。



教育 Ｑ　中学校の要保護・準要保護生徒の
数と新１年生に対する対応を伺います。

Ａ　要保護３名、準要保護 146 名です。入学前に

前渡し金として１人 6 万円を新中学１年生に渡し

ております。

教育 Ｑ　学校臨時休業対策補助金はどのよ
うなことに使われましたか。

Ａ　３月の学校が臨時休業時、給食材料のキャン

セル料を支払いました。

国保
会計

Ｑ　人間ドック等受検費用助成事業に
ついて、利用状況はどうでしたか。

Ａ　コロナ禍の影響もあると思いますが、人間

ドックの受診が 293名、脳ドックの受診が 47名、

併用ドックの受診が 53名、全体で 393名でした。

下水
会計

Ｑ　営業収益で、予算額と決算の差額
が１億円の理由を伺います。

Ａ　特別会計から企業会計に移行する関係で、予

算は 12 か月で計上しました。決算は会計年度の

出納閉鎖期間の関係で、実際 14か月の収入となっ

ています。

水道
会計

Ｑ　新型コロナウイルス感染症の影響
による上下水道料金の猶予制度で、令
和２年度の申請状況を伺います。

Ａ　令和３年２月 15 日現在で猶予のご相談が

あった方が 20件、猶予している方が 18件です。

下水
会計

Ｑ　令和２年度から公営企業の経営基
盤強化を図るため公営企業会計を適用
しましたが、効果を伺います。

Ａ　下水道使用料で有収水量を割った使用料単価

が税抜きで、136.06 円、汚水処理単価が 123.91

円で若干利益が上がっています。

教育
Ｑ　教育資金利子補給事業は廃止とな
るが、現行の受給に不都合はないです
か。国の給付型奨学金などへのつなが
りはどうですか。

Ａ　教育資金の基金利子は、令和２年度をもって

事業自体を廃止しました。その後、白井市若い世

代定住促進支援金という制度が３年度から施行さ

れます。今回申請を行っている皆様にも経過措置

があり、不都合はないと捉えています。

教育
Ｑ　補助教員配置事業が昨年より増額
となった理由及び、他市と比較して充
実している点は何ですか。

Ａ　産休や療養休暇の先生の代替が配置されるま

での間を補うために、休暇等補助教員の形で多く

採用しました。市では、読書活動に大変特化して、

読書活動推進補助教員を全校に配置しています。

統括
質疑

Ｑ　令和２年度から会計年度任用職員
の報酬を物件費から人件費に移行しま
したが、影響は有りましたか。

Ａ　決算統計上の取り扱いによるもので、事務上

の影響は有りません。また、経常収支比率にも反

映されません。

統括
質疑

Ｑ　新型コロナ交付金で行った事業に
は、市からの持ち出しもある一方、中
止された事業もあります。全体に見て
どうでしたか。

Ａ　一般財源の活用は約3300万円です。コロナ

の関係で祭りや、消防団の夏季訓練等、中止になっ

たものや学校関係では部活動中止でバス運用がな

くなるなどを含めて約5300万円程度歳出が無く

なりました。差額の2000万円弱で一般財源を賄

えるものがあったと考えています。コロナ全体で

は令和３年度に繰り越した事業も多く、3年度の決

算が出たときに交付金の全体状況が確認できると

考えています。
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市
政
の
こ
こ
が

　
　
知
り
た
い

市
政
の
こ
こ
が

　
　
知
り
た
い

Ｑ
　 

多
く
の
議
会
で
可
決
し
て

い
ま
す
が
、
白
井
市
議
会

で
提
出
す
る
理
由
は
。

Ａ
　 

千
葉
県
民
の
観
点
で
言
え

ば
、
千
葉
県
か
ら
出
兵

し
た
若
い
兵
士
１
６
２
２

人
が
最
低
で
も
こ
の
地
に

眠
っ
て
お
り
、
千
葉
県
の

白
井
市
と
し
て
、
ぜ
ひ
力

を
貸
し
た
い
と
の
思
い
も

あ
り
ま
す
。
個
人
の
思
い

と
し
て
は
、
日
本
が
起
こ

し
た
戦
争
の
た
め
に
亡
く

な
っ
た
方
の
遺
骨
収
集
で

す
の
で
続
け
て
欲
し
い
と

思
い
提
出
し
ま
し
た
。

Ｑ
　 

今
回
、
陳
情
が
３
件
出
さ

れ
ま
し
た
。
議
会
の
慣
例

と
し
て
他
市
の
陳
情
は
審

議
し
ま
せ
ん
が
、
議
員
が

こ
れ
は
と
思
っ
た
も
の
は

発
議
が
可
能
で
す
。
ご
自

身
で
出
そ
う
と
思
っ
た
理

由
を
お
尋
ね
し
ま
す
。
ま

た
、
意
見
書
の
中
身
が
、

土
砂
の
採
取
を
止
め
て

欲
し
い
と
い
う
一
点
に

絞
っ
た
理
由
は
な
ぜ
で

す
か
。

Ａ
　 

今
回
沖
縄
関
係
の
陳
情

が
３
件
、
市
外
か
ら
出
て

い
ま
す
。
特
に
千
葉
県

内
の
戦
没
者
遺
族
会
が

沖
縄
の
遺
族
の
人
達
に

共
鳴
し
て
助
け
よ
う
と

し
て
い
る
点
で
も
心
が

動
き
ま
し
た
。
次
に
、
遺

骨
収
集
し
て
い
る
方
達

の
一
番
の
願
い
は
活
動

を
続
け
た
い
こ
と
だ
と

思
っ
た
の
で
、
何
に
使
う

か
に
関
係
な
く
遺
骨
収

集
以
外
に
は
使
わ
せ
な

い
で
く
れ
と
い
う
点
に

絞
り
ま
し
た
。
も
う
一
点

は
、
法
律
が
定
め
ら
れ

て
い
る
一
方
で
法
律
を

破
る
こ
と
を
同
じ
政
府

が
や
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
そ
の
政
府
を
支
持
す

る
方
で
あ
っ
て
も
賛
同

を
得
ら
れ
る
内
容
だ
と

思
い
ま
し
た
（
答
は
す
べ

て
提
案
者
）。

　 

　 

こ
の
公
園
に
は
台
湾
出
身

者
は
34
名
し
か
刻
銘
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
当
時
、
民

間
人
含
め
て
２
万
人
以
上

が
住
ん
で
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
作
業
が
遅
れ
て

い
ま
す
。
終
わ
ら
な
い
戦

後
は
今
も
続
い
て
い
る
、

と
言
わ
ざ
る
を
得
え
ま
せ

ん
。
こ
の
意
見
書
を
通
じ

て
、
日
本
全
国
の
共
通
認

識
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
思
い
で
す
。

　 

　 

２
０
２
４
年
ま
で
を
集
中

実
施
期
間
と
し
て
、
戦
没

者
の
遺
骨
を
収
集
す
る
こ

と
は
も
う
閣
議
決
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
純
粋
に
目
的

の
遵
守
、
実
行
を
確
認
す

る
も
の
と
し
て
賛
成
す
る

も
の
で
あ
り
、
辺
野
古
の

新
基
地
問
題
に
は
全
く
言

及
す
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
を
申
し
添
え
ま
す
。
戦

争
の
痛
み
を
確
認
し
な
が

ら
大
切
に
平
和
を
守
っ
て

い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　 

　 

日
本
人
は
世
界
的
に
み
て

も
、
亡
く
な
っ
た
方
、
そ
の

遺
骨
を
と
て
も
大
事
に
す

る
生
活
・
思
考
を
持
っ
て

い
る
そ
う
で
、
そ
の
ル
ー

ツ
は
、
遺
骨
を
持
ち
帰
り

ね
ん
ご
ろ
に
葬
ら
な
け
れ

ば
故
人
の
霊
は
成
仏
を
し

な
い
と
い
う
、
そ
う
い
う

考
え
を
持
っ
た
民
族
で
あ

る
そ
う
で
す
。
私
は
、
皆

さ
ん
が
遺
骨
を
収
集
し
て

弔
う
こ
と
に
違
和
感
は
な

い
と
信
じ
て
い
ま
す
。
こ

の
意
見
書
を
通
じ
て
、
現

地
の
活
動
を
支
援
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

質
疑
意
見
な
ど

発議

沖
縄
戦
跡
国
定
公
園
の
遺
骨
等
を
含
む
土
砂
を
持
ち
出
し
、遺
骨
収
集
以
外
に
使
わ
せ
な
い
こ
と

を
国
に
求
め
る
意
見
書
は
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た

発議

市
議
会
会
議
規
則
を
一
部
見
直
し
ま
し
た

〈
発
議
案
第
２
号
〉
沖
縄
戦
戦
没
者
の
遺
骨
等
を
含
む
土
砂
を
遺
骨
収
集
以
外
に
使
わ
な
い
よ
う
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

〈
発
議
案
第
1
号
〉
白
井
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

沖
縄
戦
で
は
、
一
般
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
悲
惨
な
地
上
戦
が
行
わ
れ
、
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
糸
満
市

摩
文
仁
を
中
心
に
広
が
る
南
部
地
域
は
、
1
9
7
2
年
本
土
復
帰
に
伴
い
、
戦
跡
と
し
て
は
国
内
唯
一
の
「
沖
縄
戦

跡
国
定
公
園
」
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
地
域
で
は
、
戦
後
76
年
が
経
過
し
た
今
で
も
戦
没
者
の
遺
骨
収
集

が
行
わ
れ
て
お
り
、
国
も
2
0
2
4
年
ま
で
を
集
中
実
施
期
間
と
し
て
計
画
を
定
め
、
一
人
で
も
多
く
の
遺
骨
を

遺
族
に
引
き
渡
す
こ
と
を
重
要
な
責
務
と
し
、
遺
骨
収
集
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
発
議
案
は
、
こ
の
地
域
の

遺
骨
収
集
を
滞
り
な
く
進
め
る
よ
う
国
に
求
め
る
も
の
で
、
意
見
書
は
可
決
後
速
や
か
に
国
へ
提
出
し
ま
し
た
。

女
性
を
は
じ
め
多
様
な
人
材
の
市
議
会
へ
の
参
画
が
求
め
ら
れ
る
中
、
議
会
の
環
境
整
備
が
全
国
的
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
回
の
改
正
で
は
、議
員
と
し
て
活
動
す
る
に
あ
た
っ
て
の
制
約
要
因
の
解
消
に
資
す
る
目
的
で
、出

産
・
育
児
・
介
護
に
つ
い
て
、
変
更
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
行
政
手
続
等
に
お
い
て
求
め
ら
れ
て
き

た
押
印
に
つ
い
て
も
、
国
の
デ
ジ
タ
ル
化
政
策
の
一
環
と
し
て
見
直
し
を
図
り
、
議
会
で
は
請
願
の
押
印
を
廃
止

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。(

記
名
の
場
合
は
押
印
必
須)賛成賛成

賛成
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市民課戸籍窓口

256780円

市
政
の
こ
こ
が

　
　
知
り
た
い

市
政
の
こ
こ
が

　
　
知
り
た
い

問
　
家
族
が
亡
く
な
っ
た
時
に

遺
族
が
行
う
手
続
き
は
。

答
　
３
人
以
上
の
世
帯
で
世
帯

主
が
亡
く
な
っ
た
時
は
世
帯
主

変
更
届
、
被
保
険
者
証
の
返
却

や
葬
祭
費
の
請
求
、
国
民
年
金

の
手
続
き
の
案
内
、
他
に
介
護

保
険
関
係
、
税
金
関
係
等
の
届

出
の
提
出
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

問
　
他
市
の
設
置
状
況
は
。

答
　
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
は
、

死
亡
手
続
き
の
専
用
窓
口
で
、

申
請
書
作
成
や
関
係
課
へ
の
案

内
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
平

成
28
年
度
別
府
市
を
皮
切
り
に

30
年
度
６
、
31
年
度
16
、
令
和

２
年
度
１
６
９
自
治
体
で
設
置

さ
れ
、
県
内
で
は
千
葉
、
船
橋

松
戸
等
で
設
置
済
み
で
す
。

問
　
設
置
し
て
い
る
自
治
体
の

支
援
内
容
を
伺
い
ま
す
。

答
　
具
体
的
な
内
容
と
し
て
は

報
収
集
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問
　
手
続
き
が
難
し
い
方
へ
の

配
慮
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
。

答
　
文
字
の
記
入
が
難
し
け
れ

ば
職
員
が
代
筆
で
対
応
し
、
関

係
各
課
へ
の
移
動
が
難
し
け
れ

ば
職
員
が
付
き
添
っ
た
り
関
係

課
の
職
員
が
遺
族
の
も
と
へ
出

向
き
、
手
続
き
出
来
る
よ
う
対

応
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

予
約
時
に
生
前
の
状
況
を
聞
き

取
り
、
関
係
課
に
手
続
き
が
必

要
か
照
会
後
、
手
続
き
リ
ス
ト

を
作
成
し
ご
案
内
し
ま
す
。
形

態
と
し
て
は
、
ご
遺
族
は
１
か

所
に
と
ど
ま
っ
た
ま
ま
担
当
職

員
が
入
れ
替
わ
る
形
式
、
そ
れ

か
ら
、
手
続
き
の
案
内
と
一
部

の
申
請
書
の
作
成
支
援
を
行
っ

た
上
で
、
各
課
へ
出
向
き
手
続

き
を
す
る
形
式
が
あ
り
ま
す
。

問
　
必
要
性
に
つ
い
て
。

答
　
現
在
、
市
で
は
死
亡
の
届

出
に
必
要
な
手
続
き
の
案
内
文

書
を
お
渡
し
し
、
円
滑
に
手
続

き
で
き
る
よ
う
関
係
す
る
窓
口

を
ご
案
内
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
場
所
、
人
員

配
置
、
シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
課

題
も
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
他

市
の
事
例
、
取
組
に
つ
い
て
情

問
　
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
は
。

答
　
自
治
体
D
X
（
※
2
）
の

加
速
で
、
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー

な
ど
の
窓
口
業
務
に
大
き
な
影

響
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
市
と
し

て
は
今
後
国
か
ら
示
さ
れ
る

D
X
の
取
組
を
見
極
め
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

　13人（20項目）の
質問があり、その要
約を掲載しました。
詳細については、会
議録をご覧くださ
い。この記事は各議
員が作成していま
す。

斉
藤
　
智
子
議
員

「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー

（
死
亡
手
続
き
専
用
窓
口
）」
の
設
置
を

問
　
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
に

向
け
取
り
組
む
べ
き
事
項
（
必

要
な
条
例
改
正
及
び
予
算
措
置

を
実
施
す
る
こ
と
、
条
例
に
つ

い
て
は
令
和
４
年
３
月
末
日
ま

で
に
改
正
し
、
同
年
４
月
１
日

か
ら
施
行
す
る
こ
と
）
な
ど
が
、

消
防
庁
長
官
か
ら
各
都
道
府
県

知
事
に
通
知
さ
れ
ま
し
た
。
千

葉
県
知
事
か
ら
市
に
対
す
る
指

示
等
の
現
状
を
伺
い
ま
す
。

答
　
令
和
３
年
４
月
16
日
付
で

千
葉
県
知
事
か
ら
市
に
対
し
て

通
知
が
あ
り
、
積
極
的
に
取
り

組
む
よ
う
依
頼
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

問
　
当
市
の
消
防
団
員
の
年
額

報
酬
の
現
状
を
伺
い
ま
す
。

答
　
今
回
示
さ
れ
た
報
酬
等

の
基
準
で
は
、
団
員
の
階

級
に
あ
る
者
の
年
額
報
酬
は

３
万
６
千
５
百
円
が
標
準
と
さ

れ
ま
し
た
が
、
現
在
の
市
の
年

額
報
酬
は
２
万
８
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問
　
報
告
書
に
お
い
て
「
報
酬

等
の
団
員
個
人
へ
の
直
接
支
給

の
徹
底
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る

が
、
市
の
支
払
い
方
法
を
伺
い

ま
す
。

答
　
部
長
以
下
団
員
に
つ
い
て

は
、
消
防
団
各
部
で
用
意
す
る

口
座
に
団
員
全
て
の
報
酬
を
一

括
支
給
し
て
い
ま
す
。
他
の
階

級
に
あ
る
者
へ
は
、
原
則
個
人

支
給
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
千
葉
県
知
事
か
ら
通
知
を

受
け
た
上
で
の
市
の
考
え
方
を

伺
い
ま
す
。

答
　
近
年
の
自
然
災
害
の
多
発

化
、激
甚
化
が
顕
著
と
な
る
中
で

は
、消
防
団
の
役
割
は
ま
す
ま
す

重
要
と
な
り
、個
人
へ
の
負
担
も

大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

処
遇
改
善
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
条
例
改
正
等
に
向
け
た
市

の
進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答
　
本
年
７
月
よ
り
処
遇
改
善

に
つ
い
て
の
協
議
を
消
防
団
と

進
め
て
お
り
、
令
和
４
年
４
月

１
日
か
ら
の
施
行
を
目
指
し
て

条
例
改
正
の
手
続
き
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

消
防
庁
の
報
告
を
踏
ま
え
た

　
　
　
　
　
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
は

血
脇
　
敏
行
議
員

問
　
６
月
の
株
主
総
会
で
、
北

総
鉄
道
㈱
は
、
運
賃
値
下
げ
の

可
能
性
の
検
討
に
着
手
す
る
と

発
言
し
ま
し
た
。
市
長
は
県
知

事
と
７
月
29
日
に
面
会
し
ま
し

た
が
、
こ
の
北
総
鉄
道
社
長
の

発
言
が
前
提
と
な
っ
て
い
ま

す
。
県
民
の
利
益
を
代
表
す
る

県
は
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す

が
、
市
長
は
ど
の
よ
う
な
考
え

を
持
っ
て
臨
み
ま
し
た
か
。

答
　
知
事
に
運
賃
値
下
げ
に
向

け
た
取
組
み
の
今
後
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
共
有
し
た
い
と
申
し
上

げ
た
と
こ
ろ
、
知
事
は
北
総
鉄

道
の
経
営
が
安
定
す
る
よ
う
、

旅
客
増
加
に
つ
な
が
る
取
組
み

が
必
要
で
、
沿
線
市
等
と
協
力

し
て
進
め
た
い
と
い
う
回
答
で

し
た
。

問
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、

家
事
や
家
族
の
世
話
を
し
て
い

る
18
歳
未
満
の
子
ど
も
の
こ
と

を
言
い
ま
す
。
家
庭
内
の
こ
と

で
あ
り
、
支
援
が
必
要
で
あ
っ

て
も
表
面
化
し
に
く
い
の
が
現

状
で
す
。
福
祉
部
門
と
教
育
部

門
が
連
携
し
た
取
組
み
が
求
め

問
　
増
客
の
こ
と
で
は
な
く
、

運
賃
値
下
げ
自
体
の
話
は
。

答
　
11
月
に
地
域
に
つ
い
て
の

意
見
交
換
が
あ
り
ま
す
。

問
　
通
学
定
期
を
中
心
に
値
下

げ
す
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て

い
ま
す
が
、
平
成
31
年
度
の
北

総
鉄
道
㈱
の
通
学
定
期
収
入
は

運
賃
収
入
の
４
・
８
％
、６
億
円

ほ
ど
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
わ
ず
か

３
億
円
で
現
行
の
半
額
に
で
き

ま
す
。
そ
う
で
は
な
く
、
少
子

高
齢
化
の
時
代
に
お
い
て
は
定

期
の
計
算
の
も
と
と
な
る
普
通

運
賃
こ
そ
下
げ
な
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て

の
お
考
え
は
。

答
　
経
営
を
圧
迫
し
な
い
範
囲

で
最
大
限
の
値
下
げ
を
検
討
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
ま
す
。

ら
れ
ま
す
。
実
態
の
把
握
が
大

事
で
す
が
、
白
井
市
と
し
て
実

態
調
査
を
行
う
考
え
は
。

答
　
国
が
次
年
度
か
ら
３
年
間

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
認
知
度
向

上
に
集
中
的
に
取
組
む
と
し
て

お
り
、
そ
れ
も
含
め
て
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

北
総
鉄
道
の
値
下
げ
に
向
け
県
と
沿
線
自
治
体
は

　
　
　
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
く
の
か

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
実
態
調
査
を

柴
田
　
圭
子
議
員

問
　
教
育
の
目
的
は
子
ど
も
の

幸
せ
、
学
校
と
家
庭
が
共
同
で

取
り
組
む
べ
き
で
は
。

答
　
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
協

働
し
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
の
情
報
を
共
有
し
、

連
携
し
て
育
成
を
行
い
ま
す
。

問
　
学
び
と
は
何
で
す
か
。

答
　
学
校
と
家
庭
教
育
の
バ
ラ

ン
ス
が
大
事
で
あ
り
、
個
々
の

子
ど
も
が
未
来
を
生
き
抜
く
力

を
蓄
え
、
確
か
な
学
力
・
豊
か

な
心
・
健
や
か
な
身
体
の
育
成

を
図
る
こ
と
と
考
え
ま
す
。

問
　
子
ど
も
観
に
つ
い
て
は
。

答
　
一
人
一
人
適
切
な
教
育
を

受
け
、
学
び
続
け
る
こ
と
で
自

身
の
可
能
性
を
開
き
人
格
を
磨

き
、
豊
か
な
人
生
と
社
会
の
担

い
手
と
な
り
得
る
存
在
で
す
。

問
　
子
ど
も
に
と
っ
て
の
最
大

の
教
育
環
境
と
は
な
に
か
。

答
　
教
員
で
す
。
教
師
と
子
ど

も
が
刺
激
し
合
っ
て
主
体
的
、

対
話
的
で
深
い
学
び
を
充
実
さ

せ
る
環
境
を
作
る
こ
と
が
、
人

と
し
て
成
長
し
、
喜
び
・
知
恵

を
得
る
力
に
つ
な
が
り
ま
す
。

問
　
子
ど
も
達
が
地
域
や
世
界

に
目
を
開
き
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

課
題
解
決
を
目
指
す
教
育
は
。

答
　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
な

ど
を
使
い
、
自
然
と
自
分
の
生

活
を
考
え
発
達
段
階
に
応
じ
た

学
習
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
本
を
活

用
し
、
興
味
を
広
げ
深
く
広
く

探
求
し
て
い
ま
す
。
ス
ク
ー
ル

サ
ミ
ッ
ト
も
開
催
し
ま
し
た
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
甚
大
化
す

る
風
水
害
、
切
迫
す
る
巨
大
地

震
対
策
は
待
っ
た
な
し
。
気
象

台
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
気
象
防
災
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
活
用
し
て
の
勉
強

会
や
職
員
育
成
の
現
状
は
。

答
　
日
本
防
災
士
会
に
講
師
派

遣
を
依
頼
し
、
事
前
の
備
え
や

災
害
対
応
等
に
つ
い
て
職
員
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。

問
　
地
方
気
象
台
や
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
市
の
連
携
に
つ
い
て
。

答
　
気
象
災
害
の
予
測
に
は
気

象
庁
の
Ｈ
Ｐ
「
キ
キ
ク
ル
」
や

オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
で
把
握
・

確
認
。
避
難
情
報
の
判
断
は
気

象
台
と
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
電

話
確
認
し
て
い
ま
す
。

植
村
　
　
博
議
員

教
育
と
子
ど
も
観
に
つ
い
て

気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
用
を

　
※
2
　
自
治
体
D
X
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
A
I
等
の
活

用
に
よ
り
、
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向

上
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で
す
。
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就
農
希
望
者
へ
の
支
援
は

岡
田
　
　
繁
議
員

問
　
７
月
29
日
の
熊
谷
知
事
と

の
面
会
で
、
北
環
状
線
の
早
期

整
備
に
向
け
て
の
議
論
の
場
を

設
け
る
よ
う
要
望
し
た
そ
う
で

す
が
、
現
状
は
。

答
　
７
月
か
ら
具
体
的
な
動
き

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
渋
滞
を
起
こ
し
て
い
る
宗

像
神
社
付
近
の
丁
字
路
の
改
善

に
つ
い
て
話
は
あ
り
ま
す
か
。

答
　
優
先
す
る
交
通
を
直
進
と

す
る
改
良
が
計
画
さ
れ
て
お
り

設
計
や
関
係
機
関
と
の
協
議
が

進
め
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。

問
　
知
事
と
の
面
談
で
俎
上
に

載
ら
な
か
っ
た
問
題
の
中
の
一

つ
に
、
木
下
街
道
に
お
け
る
歩

道
や
右
折
レ
ー
ン
の
不
備
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
現
状
は
。

答
　
国
道
16
号
と
の
交
差
部
に

つ
い
て
は
非
常
に
渋
滞
し
て
お

り
、
右
折
車
線
が
無
い
こ
と
が

大
き
な
原
因
で
す
。
県
か
ら
、

用
地
買
収
な
ど
課
題
も
あ
る
が

国
な
ど
と
調
整
し
つ
つ
整
備
に

向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
る
と

伺
っ
て
い
ま
す
。
歩
道
が
狭
く

が
た
つ
い
て
い
る
件
に
つ
い
て

は
、
例
年
、
県
の
印
旛
土
木
事

務
所
に
定
期
的
に
改
善
要
望
を

出
す
機
会
が
あ
る
の
で
、
そ
こ

で
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

問
　
木
下
街
道
は
第
一
小
学
校

の
前
を
通
っ
て
お
り
、
安
全
を

重
視
す
べ
き
。
県
へ
の
要
望
の

外
、
市
と
し
て
積
極
的
に
手
伝

え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答
　
数
年
前
か
ら
、
地
元
へ
の

打
診
な
ど
し
て
、
県
と
の
情
報

交
換
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
知
事
と
の
面
談
で
俎
上
に

載
ら
な
か
っ
た
問
題
の
も
う
一

つ
に
、
上
水
道
の
問
題
が
あ
り

ま
す
。
県
営
と
市
営
の
二
つ
の

料
金
で
差
が
あ
る
こ
と
や
、
工

業
団
地
の
水
の
確
保
が
課
題
で

す
が
、
熊
谷
新
知
事
に
代
わ
っ

た
の
を
機
に
、
県
水
一
本
化
の

話
を
加
速
さ
せ
る
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

答
　
市
営
水
道
の
経
営
難
の
大

き
な
要
因
の
一
つ
は
、
規
模
が

小
さ
い
こ
と
に
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
県
の
水
政
課
で

は
水
道
広
域
化
推
進
プ
ラ
ン
の

策
定
を
進
め
て
い
て
、
市
も
京

葉
地
域
と
し
て
参
加
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
５
回
ほ
ど
の
会
議
が

開
か
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
具

体
的
な
検
討
ま
で
に
は
至
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

影
山
　
廣
輔
議
員

新
知
事
の
元
に
お
け
る
、
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　
県
と
の
協
議
の
こ
れ
か
ら
を
問
う

へ
の
参
加
を
促
し
て
い
ま
す
。

問
　
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事

業
に
よ
る
新
規
就
農
者
支
援
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答
　
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事

業
は
、
国
庫
補
助
に
よ
り
、
次

世
代
を
担
う
農
業
者
と
な
る
こ

と
を
目
指
す
49
歳
未
満
の
方
に

対
し
、
就
農
直
後
の
経
営
確
立

を
支
援
す
る
た
め
、
市
を
通
じ

て
、
最
長
５
年
間
、
毎
年
最
大

１
５
０
万
円
を
交
付
す
る
事
業

で
す
。
令
和
３
年
度
は
３
名
の

方
が
交
付
対
象
と
な
っ
て
お
り

平
成
29
年
度
か
ら
継
続
交
付
の

野
菜
農
家
と
梨
農
家
、
そ
れ
ぞ

れ
１
名
、
平
成
30
年
度
か
ら
継

続
交
付
の
梨
農
家
１
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。
交
付
対
象
者
に
対

し
て
は
、
資
金
の
交
付
だ
け
で

な
く
、
経
営
安
定
と
農
業
の
技

術
向
上
の
た
め
、
印
旛
農
業
事

務
所
・
農
業
委
員
会
・
Ｊ
Ａ
西

印
旛
農
業
協
同
組
合
の
協
力
を

得
て
、
経
営
技
術
、
営
農
資
金

そ
し
て
農
地
と
い
う
３
つ
の
部

門
に
お
い
て
、
営
農
上
の
課
題

へ
の
対
応
で
す
と
か
、
助
言
な

ど
を
行
う
専
属
の
サ
ポ
ー
ト
チ

ー
ム
を
結
成
し
、
経
営
状
況
の

確
認
や
相
談
対
応
な
ど
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
危
険
な
バ
ス
停
と
通
学
路

の
合
同
点
検
の
結
果
は
。

答
　
国
が
公
表
し
た
市
内
の
最

も
危
険
な
Ａ
ラ
ン
ク
の
バ
ス
停

は
、
停
留
所
に
停
車
し
た
バ
ス

の
車
体
が
横
断
歩
道
に
か
か
る

バ
ス
停
で
冨
士
南
園
広
場
北
側

の
丁
字
路
交
差
点
付
近
の
ひ
ょ

う
た
ん
と
い
う
停
留
所
１
か
所

で
す
。
次
に
危
険
な
Ｂ
ラ
ン
ク

通
学
路
の
安
全
対
策
と

　
　
　
　
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導
入
を

石
井
　
恵
子
議
員

の
バ
ス
停
が
10
か
所
、
Ｃ
ラ
ン

ク
の
バ
ス
停
が
７
か
所
あ
り
今

後
は
関
係
機
関
と
連
携
し
危
険

な
バ
ス
停
解
消
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
通
学
路
の
合
同
点
検
は
、

横
断
歩
道
・
路
面
標
示
の
設
置
・

道
路
の
整
備
・
看
板
設
置
等
約

60
か
所
の
危
険
箇
所
の
点
検
を

実
施
し
関
係
機
関
と
連
携
し
て

安
全
対
策
を
進
め
ま
す
。
な
お
、

既
存
の
学
童
注
意
の
路
面
標
示

や
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
は
、
合
同

点
検
に
先
駆
け
て
再
塗
装
を
発

注
し
、
８
月
中
に
概
ね
完
了
し

て
い
ま
す
。

問
　
道
路
幅
や
歩
道
を
広
げ
る

に
は
莫
大
な
時
間
と
費
用
が
掛

か
り
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

導
入
が
必
要
で
は
。

答
　
通
学
路
で
安
全
確
保
が
必

要
な
箇
所
は
、
交
通
量
の
非
常

に
多
い
国
道
16
号
や
木
下
街
道

風
間
街
道
な
ど
旧
街
道
沿
い
で

歩
道
や
路
側
帯
の
幅
が
狭
い
通

学
路
が
該
当
す
る
と
捉
え
て
い

ま
す
。
現
在
も
ナ
ッ
シ
ー
号
や

路
線
バ
ス
を
利
用
し
て
登
下
校

し
て
い
る
児
童
も
い
ま
す
の
で

児
童
の
安
全
確
保
を
目
的
に
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
導
入
の
検
討
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
バ
ス
通
学
の
児
童
数
は
。

答
　
今
年
度
は
、
第
一
小
で
路

線
バ
ス
を
利
用
す
る
対
象
児

童
が
約
20
人
、
第
二
小
で
ナ
ッ

シ
ー
号
を
利
用
す
る
対
象
児
童

が
約
29
人
で
す
が
、
保
護
者
が

送
迎
し
て
い
る
児
童
も
含
ま
れ

ま
す
の
で
、
常
態
と
し
て
の
数

と
は
異
な
り
ま
す
。

開
拓
広
場
か
ら
冨
士
１
２
４
番
地
へ
の

　
雨
水
管
整
備
工
事
に
は
住
民
説
明
を

問
　
先
の
国
会
で
消
費
税
「
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
」
の
導
入
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
の

導
入
に
よ
り
、
売
手
が
買
手
に

対
し
て
、
正
確
な
適
用
税
率
や

消
費
税
額
を
伝
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
２
年
後
の
導
入
に

向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
業

界
が
制
度
の
見
直
し
を
求
め
て

い
ま
す
。
同
制
度
と
は
ど
の
よ

う
な
制
度
な
の
で
す
か
。

答
　
消
費
税
制
度
は
国
の
事
務

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
た
、
市

に
本
制
度
に
つ
い
て
の
説
明
が

な
く
質
問
に
つ
い
て
は
答
え
ら

れ
ま
せ
ん
。

問
　
今
年
の
10
月
か
ら
新
業
者

の
登
録
が
始
ま
る
の
で
は
。

答
　
受
付
に
つ
い
て
は
、
国
税

で
す
の
で
税
務
署
で
行
わ
れ
、

市
で
は
一
切
で
き
か
ね
ま
す
。

問
　
こ
れ
ま
で
年
間
１
千
万
円

未
満
年
収
は
、
免
税
業
者
で
扱

わ
れ
て
い
た
が(

個
人
タ
ク
シ

ー
、
ウ
ー
バ
ー
イ
ー
ツ
、
大
道

芸
人
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
個
人
会
員
な
ど)

は
、
新

納
税
業
者
に
な
る
の
で
は
。
白

井
市
の
シ
ル
バ
ー
登
録
会
員
は

何
人
い
ま
す
か
。

答
　
約
５
百
人
だ
と
記
憶
し
て

い
ま
す
。

消
費
税
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
導
入
は

中
川
　
勝
敏
議
員

問
　
か
な
り
の
人
数
で
す
ね
。

高
齢
者
雇
用
に
貢
献
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
も
し
、
こ
の
仕

事
中
に
ケ
ガ
を
し
、
病
気
に
な

っ
た
時
の
手
当
て
が
な
い
中

で
、
和
歌
山
市
は
対
応
に
動
い

て
い
ま
す
が
当
市
で
は
。

答
　
今
の
時
点
で
は
、
補
助
制

度
は
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

問
　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入

を
中
止
ま
た
は
延
期
す
る
考
え

は
。

答
　
国
税
に
つ
い
て
地
方
の
長

の
意
見
は
差
し
控
え
ま
す
。

問
　
自
宅
療
養
者
支
援
の
た
め

に
県
と
か
わ
す
覚
書
の
内
容
は
。

答
　
今
、
協
議
の
最
中
で
す
。

問
　
市
は
ど
ん
な
内
容
を
締
結

す
る
予
定
で
す
か
。

答
　
保
健
所
の
状
況
と
困
っ
て

い
る
こ
と
を
把
握
し
、
何
の
協

力
が
で
き
る
か
調
整
中
で
す
。

問
　
ど
ん
な
自
宅
療
養
者
支
援

を
し
た
い
で
す
か
。

答
　
生
活
支
援
や
買
い
物
の
代

行
、
保
健
所
に
電
話
が
つ
な
が

ら
な
い
の
で
相
談
体
制
で
す
。

問
　
学
校
で
は
感
染
対
策
の
強

化
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

答
　
市
独
自
に
小
中
学
校
教
員

に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
い
、
職

員
以
外
に
一
名
雇
用
し
消
毒
の

徹
底
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

問
　
や
む
を
得
ず
休
校
し
て
い

る
子
に
全
校
で
授
業
の
中
継
を

行
え
る
体
制
は
あ
り
ま
す
か
。

答
　
も
う
始
め
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
、
当
然
、
全
校
で
や
れ

る
よ
う
に
進
め
て
い
ま
す
。

問
　
感
染
者
の
早
期
発
見
と
隔

離
・
保
護
の
た
め
市
で
無
料
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
う
べ
き
で
は
。

答
　
７
月
か
ら
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
１
人
２
回
ま
で
全
市
民
対
象

に
制
度
を
拡
大
。
濃
厚
接
触
者

の
行
政
検
査
は
検
査
費
用
が
無

料
で
す
が
、
初
診
料
等
を
負
担

し
て
お
り
、
市
の
検
査
で
も
無

料
化
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
大
量
に
無

料
で
行
う
こ
と
と
医
療
崩
壊
と

の
関
係
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
　
無
症
状
の
方
も
発
見
さ
れ

る
こ
と
で
、
結
果
、
医
療
体
制

は
逼
迫
す
る
と
思
い
ま
す
。

問
　
市
内
で
コ
ロ
ナ
感
染
者
を

治
療
し
て
い
る
医
療
機
関
は
。

答
　
現
在
知
る
範
囲
で
は
、
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。

問
　
千
葉
県
の
入
院
待
機
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
治
療
が
で
き

ず
今
は
治
療
が
必
要
な
時
で
す
。

市
は
ど
う
動
き
ま
す
か
。

答
　
県
が
夜
間
訪
問
な
ど
行
っ

て
い
る
と
聞
い
て
お
り
、
国
・

県
と
の
役
割
分
担
の
中
で
何
が

で
き
る
か
県
と
調
整
し
ま
す
。

問
　
県
の
入
院
待
機
施
設
に
船

橋
市
と
千
葉
市
が
挙
手
。
白
井

も
名
乗
り
出
る
予
定
は
。

答
　
資
源
が
あ
れ
ば
挑
戦
し
た

い
で
す
が
、
両
市
は
保
健
所
と

市
立
病
院
が
あ
り
、人
材
・
財
源

的
に
も
と
い
う
状
況
で
す
。「
高

い
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
」

も
質
問
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
急
拡
大
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
策
を
問
う

徳
本
　
光
香
議
員

問
　
就
農
希
望
者
の
支
援
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答
　
就
農
希
望
者
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
窓
口
で
相
談
を
受
け

た
希
望
者
に
対
し
て
は
、
印
旛

農
業
事
務
所
や
農
業
委
員
会
と

連
携
し
、
研
修
先
の
紹
介
や
就

農
地
の
あ
っ
せ
ん
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。
直
近
の
独
立
就
農
者

は
全
て
、
経
営
形
態
や
栽
培
品

目
な
ど
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
農
地

を
確
保
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、

定
着
し
て
経
営
を
継
続
す
る
こ

と
が
出
来
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
規
就
農
者
の
情
報
は
、
印
旛

農
業
事
務
所
と
共
有
し
、
農
業

事
務
所
が
主
催
す
る
農
業
経
営

体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
研
修

問
　
工
事
の
見
通
し
は
。

答
　
令
和
４
年
度
に
詳
細
設
計

を
行
い
５
年
度
か
ら
工
事
の
予

定
で
す
。
住
宅
密
集
地
で
道
路

が
狭
く
埋
設
管
が
集
中
し
て
お

り
難
航
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

新規就農者による新植の梨畑
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北
総
鉄
道
値
下
げ
検
討
発
表
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
の
市
の
対
応

和
田 

健
一
郎
議
員

認
で
き
ま
し
た
。
京
成
本
線
運

賃
と
比
べ
北
総
線
の
運
賃
は
格

段
に
高
い
状
況
が
続
い
て
お
り

例
え
ば
白
井
―
高
砂
の
営
業
距

離
18
㎞
運
賃
で
は
、
京
成
本
線

３
３
０
円
、
北
総
線
７
０
０
円

６
か
月
通
学
定
期
で
は
京
成
本

線
２
万
３
９
８
０
円
、
北
総
線

６
万
９
５
６
０
円
で
、
沿
線

住
民
我
々
に
と
っ
て
運
賃
値

下
げ
は
か
ね
て
よ
り
の
願
い
で

す
。
北
総
鉄
道
が
来
年
度
中
に

累
積
赤
字
解
消
を
見
込
ん
で
お

り
、
運
賃
値
下
げ
の
可
能
性
に

つ
い
て
検
討
着
手
す
る
と
発
表

し
ま
し
た
が
、
市
の
考
え
は
。

答
　
運
賃
値
下
げ
は
市
や
市
民

の
長
年
の
願
い
で
あ
り
、
普
通

運
賃
や
通
勤
定
期
の
値
下
げ
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
特
に
子
育

て
世
帯
の
家
計
に
影
響
し
て
い

る
通
学
定
期
の
大
幅
値
下
げ
に

つ
い
て
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
前
向

き
な
回
答
を
い
た
だ
い
た
こ
と

に
つ
い
て
大
変
あ
り
が
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
学
生
定
期
の
考
え
方
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

答
　
こ
れ
ま
で
住
民
意
識
調
査

や
若
い
世
代
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
ほ
か
、
事
あ
る
ご
と
に
、
特

に
お
子
さ
ん
の
通
学
定
期
が
高

く
家
計
の
負
担
に
な
っ
て
い
る

声
を
多
く
い
た
だ
い
て
お
り
、

市
と
し
て
も
若
い
世
代
に
引
き

続
き
住
み
続
け
て
も
ら
う
た
め

に
、
通
学
定
期
の
値
下
げ
を
最

優
先
と
し
て
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

問
　
同
鉄
道
の
有
利
子
負
債
は

昨
年
度
末
６
４
５
億
円
あ
り
ま

す
。
上
記
を
踏
ま
え
大
幅
値
下

げ
す
る
た
め
に
国
・
県
・
沿
線

自
治
体
で
の
協
力
の
考
え
は
。

答
　
千
葉
県
知
事
と
の
面
会
に

お
い
て
、
運
賃
値
下
げ
に
は
北

総
線
の
経
営
が
安
定
し
、
乗
客

増
加
に
つ
な
が
る
よ
う
な
取
組

が
必
要
で
あ
り
、
沿
線
市
な
ど

と
協
力
し
て
進
め
た
い
と
の
回

答
を
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
市

と
し
て
も
更
な
る
連
携
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

問
ア
ク
セ
ス
特
急
市
内
駅
停
車

実
現
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
　
今
後
も
引
き
続
き
要
望
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
３
年
前
の
一
般
質
問
へ
の

市
の
回
答
で
、
北
総
鉄
道
の

累
積
赤
字
解
消
が
運
賃
値
下
げ

の
節
目
と
い
う
共
通
認
識
を
確

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
法
施
行
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
の
対
応
は

平
田
　
新
子
議
員

問
　
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
が

自
治
体
の
責
務
と
な
り
ま
し
た
。

障
害
福
祉
計
画
の
①
関
係
機

関
の
協
議
の
場
設
置
、
②
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置
の
検
討
は
。

答
　
関
係
課
な
ど
と
検
討
し
て

令
和
５
年
度
末
ま
で
に
進
め
て

い
く
予
定
で
す
。

問
　
こ
の
支
援
法
は
保
護
者
の

負
担
軽
減
・
就
労
機
会
確
保
に

配
慮
し
、
看
護
師
等
の
配
置
も

国
が
財
源
支
援
し
ま
す
。
市
内

に
は
、
看
護
師
を
配
置
し
医
療

的
ケ
ア
児
の
支
援
を
行
う
法
人

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
市
内
１

か
所
の
事
業
者
と
の
連
携
は
。

答
　
市
は
保
護
者
の
相
談
意
向

を
確
認
し
事
業
所
に
案
内
。
事

業
所
は
市
に
定
期
的
な
報
告
。

協
議
の
場
設
置
の
た
め
の
勉
強

会
も
共
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

問
　
小
中
学
校
で
の
対
応
は
。

答
　
市
の
財
源
で
平
成
22
年
、

対
象
児
童
に
看
護
師
を
配
置
。

以
来
、
現
在
で
も
４
校
で
、
可

能
な
限
り
の
人
的
配
置
・
学
校

対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。

問
　
今
後
白
井
市
の
自
治
体
Ｄ

Ｘ(

※
2)

実
現
に
む
け
手
続
き

の
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
化
の
改
善
を

願
い
ま
す
。
他
方
、
災
害
発
生

時
の
対
応
は
。

答
　
自
助
の
備
え
を
促
し
な
が

ら
、
病
院
や
事
業
者
と
連
携
し
、

安
否
・
避
難
・
不
足
物
資
等
の

確
認
を
行
う
方
針
で
す
。

問
　
脱
炭
素
の
意
見
交
換
会
、

私
も
市
内
６
か
所
で
参
加
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
が
、
市
民
か
ら

多
く
の
意
見
が
出
て
非
常
に
有

意
義
で
し
た
。
そ
の
結
果
は
。

答
　
意
見
は
計
画
の
分
野
ご
と

に
反
映
さ
せ
、
脱
炭
素
社
会
実

現
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
　
８
月
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
報
告
書

で
は
、
温
暖
化
・
気
候
変
動
な

ど
人
間
が
地
球
環
境
を
悪
化
さ

せ
た
と
断
定
。
次
代
に
つ
な
ぐ

た
め
の
市
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
。

答
　
17
ゴ
ー
ル
の
内
、
関
連
の

高
い
も
の
を
基
本
目
標
・
施
策

で
方
向
づ
け
、
実
効
性
の
あ
る

計
画
策
定
を
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
多
岐
に
渡
る
庁
内
の
横
断

的
な
情
報
共
有
や
連
携
は 

。

答
　
関
係
部
署
で
組
織
を
編
成

し
て
、
策
定
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

S
D
G
s

・

脱
炭
素
を

　
　
環
境
基
本
計
画
に
ど
う
盛
込
む
か

問
　
こ
れ
ま
で
に
調
査
し
た
問

題
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
一
つ
は
死
亡
後
に
相
続
登

記
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
な
い

二
つ
目
は
高
齢
化
や
経
済
的
な

事
情
か
ら
改
善
に
応
じ
て
も
ら

え
な
い
、
三
つ
目
は
管
理
者
の

意
識
が
希
薄
で
あ
る
こ
と
で
す
。

問
　
関
係
部
署
と
の
共
有
は
ど

の
よ
う
に
図
ら
れ
て
い
る
の
で

す
か
。

問
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
活
用
の

現
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
個
々
の
様
々
な
機
能
を
知

り
、
操
作
に
慣
れ
、
発
達
段
階

に
応
じ
て
活
用
で
き
る
よ
う
各

校
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
　
教
師
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
現
在
各
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
が
中
心
と

な
り
研
修
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
情
報

モ
ラ
ル
教
育
の
充
実
、
健
康
面

答
　
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ(

※
3)

に

よ
る
情
報
共
有
化
を
図
り
、
担

当
３
課
で
進
め
て
い
ま
す
。

問
　
今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答
　
今
年
度
か
ら
は
課
税
課
が

送
付
す
る
納
税
に
関
す
る
お
知

ら
せ
等
で
周
知
を
図
る
他
、
10

月
に
は
、
白
井
市
空
家
等
対
策

協
議
会
を
発
足
す
る
予
定
で
す

へ
の
配
慮
に
も
繰
り
返
し
指
導

し
て
い
ま
す
。
　

問
　
今
年
度
、
学
力
テ
ス
ト
の

結
果
「
読
解
力
の
低
下
」
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
に
と
ら
え
て
い
ま
す
か
。

答
　
「
読
解
力
の
低
下
」
は
大

き
な
課
題
の
一
つ
で
、
学
校

支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
80
　

字
記
述
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
国
語

力
の
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

増
え
て
い
く
空
き
家
問
題

　
　
　
ど
の
様
に
対
応
し
て
い
く
の
か

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
状
と
課
題
は

竹
内
　
陽
子
議
員

い
て
も
可
能
な
限
り
示
し
て
も

ら
う
お
願
い
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

問
　
西
白
井
三
・
四
丁
目
児
童

の
引
率
よ
り
、
全
て
の
児
童
が

利
用
す
る
通
学
路
危
険
箇
所
に

シ
ル
バ
ー
人
材
を
配
置
す
る
方

が
危
険
回
避
に
効
果
的
と
思
い

ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答
　
定
点
に
お
け
る
見
守
り
は

当
初
の
安
全
対
策
を
検
討
す
る

一
案
と
し
て
検
討
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
引
率
を
行
っ
て
い
る

対
象
児
童
以
外
も
多
く
の
児
童

が
通
学
し
て
お
り
、
危
険
箇
所

に
人
員
を
配
置
し
、
登
下
校
の

見
守
り
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
今
後
も
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

問
　
七
次
台
自
治
会
、
清
水
口

三
丁
目
よ
り
、
通
称
七
次
道
の

ゾ
ー
ン
30
規
制
に
つ
い
て
。

答
　
市
で
は
こ
れ
ま
で
カ
ラ
ー

舗
装
、
路
面
標
示
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
等
の
安
全
対
策
を
し
て
き

ま
し
た
が
、
沿
線
開
発
な
ど
に

よ
り
通
過
車
両
が
増
加
し
て
お

り
、
安
全
対
策
を
強
化
す
る
必

要
性
か
ら
印
西
警
察
に
信
号
機

設
置
と
速
度
規
制
を
要
望
し
ま

し
た
。
今
後
、
速
度
規
制
に
向

け
て
調
査
検
討
を
進
め
て
行
く

と
聞
い
て
い
ま
す
。

問
　
信
号
機
、
横
断
歩
道
等
を

設
置
し
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て

児
童
生
徒
の
安
全
が
全
面
的
に

保
障
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
す
べ
て
の
住
民
に
安
全

運
転
、
交
差
点
で
の
徐
行
運
転

マ
ナ
ー
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま

せ
ん
か
。

答
　
横
断
幕
や
の
ぼ
り
旗
の
設

置
の
ほ
か
、
自
治
連
合
会
や
自

治
会
に
も
協
力
を
依
頼
し
、
自

治
連
合
会
小
学
校
区
支
部
の
会

議
な
ど
で
、
広
く
交
通
安
全
マ

ナ
ー
の
徹
底
を
啓
発
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
※
3
　
統
合
型
G
I
S
と
は
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。

問
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
が
危

険
と
し
た
報
告
を
必
要
性
が
無

し
と
さ
れ
た
判
断
基
準
は
。

答
　
警
察
か
ら
判
断
基
準
等
ま

で
は
伺
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今

後
は
判
断
基
準
、
理
由
等
に
つ

通
学
路
の
安
全
確
保
（
第
2
弾
）

田
中
　
和
八
議
員

風間街道の歩道に設置された車止め



第155号　令和3年11月15日発行 （8）しろい議会だより

新型コロナウィルスの感染拡大を防止するため、しばらくの間、本会議

及び委員会の傍聴については、できる限りお控えいただくようお願いす

ることといたしました。皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

本会議及び委員会はインターネットでライブ中継及び録画中継（委員会

はライブ中継のみ）をしておりますのでご利用ください。

市議会傍聴を
希望される皆さまへ
市議会傍聴を

希望される皆さまへ
市議会傍聴を

希望される皆さまへ
市議会傍聴を

希望される皆さまへ
（新型コロナウィルス対応）

徳本 中川 石井 植村 斉藤 田中 和田 広沢 古澤 長谷川 伊藤 秋谷 血脇 岡田 柴田 影山 小田川 平田 竹内 岩田

議案等 付　　託 審議
番　号 委員会名 結果

第
3
回
定
例
会

市
長
提
出
の
も
の

議
員
提
出
の
も
の

諮問第1号

諮問第2号

議案第1号

議案第2号

議案第3号

議案第4号

議案第5号

議案第6号

議案第7号

議案第8号

議案第9号

議案第10号

議案第11号

議案第12号

議案第13号

議案第14号

議案第15号

議案第16号

議案第17号

議案第18号

議案第19号

議案第20号

発議案第1号

発議案第2号

人権擁護委員　山本香緒利氏の再推薦

人権擁護委員　平川正之氏の再推薦

教育委員会委員　松田加奈子氏の任命

附属機関条例の一部改正

税条例の一部改正

道路占用料条例の一部改正

令和３年度一般会計補正予算(第５号)

水道事業会計補正予算(第１号)

下水道事業会計補正予算(第１号)

令和２年度歳入歳出決算の認定

令和２年度水道事業会計決算の認定

令和２年度下水道事業会計決算の認定

令和３年度一般会計補正予算(第６号)

令和３年度介護保険特別会計補正予算(第２号)

議会会議規則の一部改正

総務企画
常任委員会

総務企画
常任委員会

適任

適任

同意

同意

撤回

行政手続きにおける特定の個人を選別するため
の番号の利用等に関する法律の一部改正に伴う
関係条例の整備に関する条例の制定

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正

固定資産評価審査委員会委員　鵜野洋次氏の再
選任

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部改正

令和３年度国民健康保険特別会計事業補正予算
(第１号)

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部改正

沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を遺骨収集
以外に使わないよう求める意見書

※陳情3件は、市外からの陳情のため、議長報告となりました。

令和３年度後期高齢者医療特別会計補正予算
(第１号)

令和３年度介護保険特別会計補正予算(第１号)

総務企画
常任委員会

原案
可決

原案
可決

教育福祉
常任委員会

教育福祉
常任委員会

教育福祉
常任委員会

教育福祉
常任委員会

都市経済
常任委員会

都市経済
常任委員会

決算審査
特別委員会

決算審査
特別委員会

決算審査
特別委員会

都市経済
常任委員会

原案
可決

原案
可決

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
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しろい未来
研究会

公明党 白井令和 政和

今
後
の
進
学
・
就
職
・
あ
ら
ゆ

る
人
生
の
場
面
で
、
皆
さ
ん
を

必
ず
や
支
え
る
力
に
な
る
と
確

信
で
き
る
も
の
で
し
た
。

　
さ
て
、
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
ニ

ン
グ
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
直
訳
は
銀
の
裏
地
で
す
が
、

真
っ
黒
な
雲
の
後
ろ
に
太
陽
の

光
が
輝
く
様
子
を
現
し
、
転
じ

て
ど
ん
な
困
難(

暗
雲)

に
も
希

望
が
あ
る
・
明
る
い
兆
し
と
い

う
意
味
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は

子
ど
も
も
大
人
も
我
慢
＆
我
慢

の
日
々
。
原
油
に
食
品
等
の
高

騰
や
、
今
冬
の
電
力
供
給
の
厳

し
さ
も
伝
え
ら
れ
る
昨
今
、
白

井
市
で
育
つ
子
ど
も
達
の
存

在
と
成
長
は
、
シ
ル
バ
ー
ラ
イ

ニ
ン
グ
そ
の
も
の
！ 

ど
う
も
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

(

平
田
　
新
子)

　
市
制
施
行
20
周
年
記
念
事
業

『
ス
ク
ー
ル
サ
ミ
ッ
ト
』
の
記

録
動
画
を
拝
見
、
市
内
14
校
の

小
中
学
校
代
表
が
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

な
ふ
る
さ
と
白
井
を
」
を
テ
ー

マ
に
、
な
し
坊
ホ
ー
ル
で
立

派
に
発
表
さ
れ
る
姿
に
と
て
も

感
動
し
ま
し
た
。
17
の
目
標
の

中
か
ら
何
を
テ
ー
マ
に
選
ぶ
か
、

白
井
市
の
実
情
と
共
に
調
べ
、

ま
と
め
、
ど
う
プ
レ
ゼ
ン
す
る

か
…
沢
山
話
し
合
っ
て
作
ら
れ

た
発
表
内
容
は
、
ど
の
学
校
も

非
常
に
レ
ベ
ル
が
高
く
力
作
揃

い
。
全
児
童
生
徒
に
使
わ
れ
て

い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
駆
使
力
に

も
驚
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
白

井
市
の
こ
と
を
深
く
考
え
ら
れ

て
い
た
内
容
は
、
そ
の
ま
ま
議

会
で
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
思

う
ほ
ど
。
こ
の
よ
う
な
能
力
は
、

編
集
後
記




